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我々は Siフォトニクスをベースとした小型・非機械式 LiDARを開発しており 1)，これまでにキーデ

バイスである非機械式光偏向器として二重周期格子シフト型フォトニック結晶導波路 (LSPCW) 光

偏向器を提案，実証した．これまでに，スローライト効果による大きな偏向角や構造最適化による

干渉ノイズ低減等により高品質な光ビームを形成し，導波路アレイとコリメートレンズを組み合わせた

解像点数 4,000以上の大規模な二次元偏向を報告している 2, 3)．特に，新たに考案したプリズムレン

ズを用いることでビームが偏向してもコリメート条件を保ち，高品質なビームのままで広角な偏向が可

能となった 4)．今回はプリント基板 (PCB) に光偏向チップを実装し，光の波長を固定した状態で，熱

光学効果による大規模，高速な二次元偏向を観測した． 

図 1は PCBにダイボンディングしたチップに 100極のワイヤボンディングと偏波保持コア径縮小フ

ァイバの紫外硬化樹脂固定を施し，アクリル切削加工したプリズムレンズを固定した簡易モジュール

である．これは図 2のように FPGA制御オペアンプ回路を含む実験装置により駆動した．図 3は，コリ

メートした点状ビームを 45°ミラーで反射させ，横に置いたスクリーンに投影させたスポットを重ね合わ

せて表示している．定格の約 80%の加熱パワーの動作で ×  = 30° × 4.3°の連続的な偏向が得

られた．定格では ≈ 40°となるので，既に実証した波長掃引での光偏向と同等の性能といえる．現

在，さらに光変調器や干渉回路を組み込んだ LiDARチップ実証に取り組んでいる． 

 なお，本研究は JST-ACCELプロジェクトとして行われている． 
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